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九川の刺々､偶t 刄陸と・闇£政こフ｀゛て
弗海S^女短た　〇尾関肩チ

〔(社)日本家政学会

（目的J　f;5 ＼･年n戌Ji-した『巍4史夥- －-- 叶I胡が顛を剃フて鮮卑のよ,うだ‥－I />ヽ

－‥馬韓は倭,（£いので丈身&iる人リい｀‥いヽつた竟,昧のこt μ者おれてある. こ

れ･^弧時，弥生時iべのんたちが嘲鮮半島ヒ。蘭,心支流のめつたことを示皮して，･ヽる。私li，

九州地方の縄久俵期り上儡の尹< iゆ|髪いわゆ3 坊ぶ頭であること気関心を持外そ･れp

を検討I いヽi 申り屯久時代一才でr^尺陸との蘭吹交尾・丈流ヵ哺リ･ 調釦べ,ま,マ・哩した

可能泳が｀あるのi゛はいヽわと瓦斯-^ る沁いf-- フた。

（方茲丿　前掲史i. 名-j:哨i3向の考凱ん頬季等の丈献。さらに弘^ゑ物の比較片付r^

ふる。

（結果丿　統末考有学の分ヽ野でiiヽ原左地が｀アフリi'や中央アジアのヒョクタッヘ　') ョク

トウ，アすの類なじが縄叉時代の遺飼ヽで濯認ヽぐ･れだのを幾,ぺ,支易蘭μカリカヽ人一民禽考いぺ

ている。ま?c，八丈島倉輪遺夥・則今μ（蓼身濃緑バ

系の色祁りしfc >.り。その地ヽ熹形ぷ蝋。内＆りのla 71。特殊な形状の萌脚土一隊等k ■

魏f 佑旅などよ>)はいヽ以前r^尺陣や酌方姉島どのfi＼t<i丈化の表れの必つれこいi 誓& に

想後でtる。

　-g代の清川島艮ﾉの蘭に竹われた剃焚の風m.こ,れヒブし州の蝿又時代煉澗のふφr^表現さ

れ託. いわゆ^坊£頼の土,俣,を同一線上にf ・ヽて廠じ* ことはずさなヽ,ヽヵぐ，少なくt iJ&L

"t匈痢，う. ル州地が？β本海冶身侭,は｡欠洙峯,7･聞,xM

£マj: いであうう。私,t、刺裂土,偶も々の蹟証のーフヒして綾うこヒを僥丿急し紅ヽヽ。

　B 12 こずん私にの穣謙康成に7い７

　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東北々｝丈学　　　米溥　暢了

　　組忽　ぶくヵヽら。伝統手1二蔵ボ、雑載化によるt走秀橡化の峰fsi A<si,んていう今日でU

　ある*-;'、年々伝挟エ｡?. I'対t そ関心も高ま、7 いい中r、伝統的手t 表品(' o あr々fvカ｀い

　味があうピい占紅てぃふ。津軽地方<n - きヽよ刺しt,そ・一つX-･ある、前報・発祥と｡合わせ

　て地喊。模穣攘成ヽ。埓散を報告-i る。

　　方法　既存変物鸞料、聴､靫、そ。他写真冪いより九奪レれ。

　　結果　こぎん刺にu地域別に将蚊があif らit^% .

　/､東> s'ヽ４　弘前市^ びゆ津軽郡一帯、嚢中i-大さrX中､､こヽ痕廉£ おく。

　Z.面こぎん　鳳石巾及ｙ南津軽郡一帯、前を頃。肩と脚に埓骸txあり、単独模様ダ咎く組

. 合わさi､｡Tぃi..

　3.三縞!｡5" む北津軽郡、ffi津軽郡一帯、ぢ､本の挿條ヵヽご入･に、3 -,きi; 分け7 護穣をt^く。

　刄?iJしt- 三地域こぎん刺しU 摸様。攘｛｀が漿な。? いる｡-

　基本膜様u、a●, 花=.、猫。B、猫。足｡、市松、なヽとりi独模藤?ヽ、B索e にふれるuだ

　界ヵヽら津軽地方独得。方ちを爾い松名前がっけ･i れr- も。ヵt￥独模揮とな、?いる。

　津軽藩紬去度､z より厳しいfe治。φよ<J 希ねi み叙i iK R 津軽。; ぎ乙$i)し･3 他(- みらあ｡･

　ない案朴t 。ゆひ手rこ芸＆tし？、芙レいデザイン。構成ヽt T ぐ｀れTこ技術が新しい時代兆

　覚・もとい眼孔＆伝承l れXぃる。


